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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第61期

第２四半期連結累計期間
第62期

第２四半期連結累計期間
第61期

会計期間
自平成24年４月１日
至平成24年９月30日

自平成25年４月１日
至平成25年９月30日

自平成24年４月１日
至平成25年３月31日

売上高（千円） 12,488,951 12,532,997         28,931,683

経常利益（千円） 704,121 316,142     1,576,199

四半期（当期）純利益（千円）　 405,488 135,211     809,159

四半期包括利益又は包括利益（千円） 399,558 150,479     876,117

純資産額（千円） 4,928,273 5,733,036 5,704,074

総資産額（千円） 16,495,211 17,765,863 20,631,592

１株当たり四半期（当期）純利益金額

（円）
    153.05     51.61     312.39

潜在株式調整後１株当たり四半期（当

期）純利益金額（円）
    －     －     －

自己資本比率（％）     29.9     31.1     26.6

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
974,735 403,565     1,076,165

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△126,612 △348,172     △805,613

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
204,005 △525,407     531,849

現金及び現金同等物の四半期末（期

末）残高（千円）
2,446,484 1,726,325     2,197,066

　

回次
第61期

第２四半期連結会計期間
第62期

第２四半期連結会計期間

会計期間
自平成24年７月１日
至平成24年９月30日

自平成25年７月１日
至平成25年９月30日

１株当たり四半期純利益金額（円） 78.91 26.96

　　

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

４．当社は平成25年４月１日付で、普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。前連結会計

年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、１株当たり四半期（当期）純利益を算定しております。

　

　

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結はありません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

　

(1）業績の状況

　当第２四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年９月30日まで）におけるわが国経済は、政府のデフ

レ脱却、円高脱却を目指したさまざまな経済再生政策、そして、日本銀行による積極金融緩和策により、円安、株

高が進行し、未だ実体経済への具体的効果は見えないものの景気回復への期待感は膨らんできているように見受け

られますが、一方で、中国における経済成長率の鈍化、円安による輸入価格の上昇等、国内景気の押し下げ要因も

あり、尚、先行きの不透明感が残る状況となりました。

　当社グループの属する防災業界におきましても、民間設備投資は下げ止まりつつあるものの、電力料金の値上

げ、公共投資の抑制等の影響により、依然として先行きの不透明感は払拭できませんが、政府の打ち出すさまざま

な経済再生政策への期待感が見受けられます。

　このような経済状況のもと、当社グループは、引き続き、消火・防災に関わる総合防災企業としての位置付けを

強化すべく、積極的な営業活動を推進してまいりました。また、各種消火・防災設備、消火器、消防自動車の製造

そしてそれらのメンテナンスを通じて世の中に安心・安全を提供し、より良質な社会インフラを構築するという社

会的使命を果たすべく、社会全体の防災意識が益々高まるなか、環境に最大配慮した消火・防災製品、システム作

りにもグループ一丸となって注力しております。

　また、当社は、平成24年10月１日付で、沖電気防災株式会社を子会社化いたしました。これにより、当社グルー

プは、煙・熱を感知し、報知する自動火災報知設備から消火設備、消火器、そして消防自動車まで、消火・防災に

かかるすべての製品・システム・サービスを提案、提供し、お客様の防災に関わるすべてのニーズにワンストップ

で応えることができる“真”の総合防災メーカー、エンジニアリングカンパニーとして、引き続き、差別化を強化

してまいります。

　このような状況のもと、当社グループの当第２四半期連結累計期間の売上高は12,532百万円（前年同期比44百万

円増加）となりました。利益につきましては、工場原価の圧縮、引き続いての経費削減に努めましたが、沖電気防

災株式会社の販売費及び一般管理費が本年４月度より計上されたこともあり、営業利益は348百万円（同368百万円

減少）となりました。経常損益につきましては、経常利益316百万円（同387百万円減少）、四半期損益につきまし

ては、税金費用を計上した結果、四半期純利益135百万円（同270百万円減少）となりました。

　当社グループは、各種消火防災設備の設計・施工・保守点検、消火器及び消防自動車の製造・販売、防災関連用

品の仕入・販売等、幅広く防災にかかわる事業を行っており、単一セグメントであるため、業績については営業種

目別に記載しております。なお、平成24年10月１日付で子会社化した沖電気防災株式会社の業績は、平成25年３月

期第３四半期連結会計期間より連結の範囲に含めており、防災設備事業に分類しております。

　営業種目別の業績は、次のとおりであります。

① 防災設備事業

　当第２四半期連結累計期間は、東日本大震災後の大型プラント物件の一巡はあったものの、平成24年10月１日付

で子会社化した沖電気防災株式会社の業績の組み入れがあったこと等により、売上高は6,682百万円（前年同期比

380百万円増加）となりました。売上総利益につきましては、工事原価管理の改善に努めた結果、1,182百万円（同

527百万円増加）となりました。

② メンテナンス事業

　当第２四半期連結累計期間は、改修・補修工事案件にかかる引き合いはあったものの、工事そのものの先送り等

が見られたこと等により、売上高は2,890百万円（同291百万円減少）、売上総利益は1,209百万円（同174百万円減

少）となりました。
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③ 商品事業

　当第２四半期連結累計期間は、平成23年４月より施行された消火器点検基準の法令改正による消火器の買替え需

要が継続していること、東日本大震災後の防災関連用品の需要についてはここにきて若干落ち着きが見られること

等により、売上高は2,719百万円（同37百万円増加）、売上総利益は309百万円（同88百万円減少）となりました。

④ 車輌事業

　当第２四半期連結累計期間は、車輌の引渡しが少なく、機器類の販売が主であったことより、売上高は240百万

円（同82百万円減少）、売上総利益につきましては、車輌製造固定費を吸収できず、４百万円の損失（同８百万円

減少）となりました。 

　

(2）財政状態の状況

　当第２四半期連結会計期間末の資産合計は、17,765百万円（前連結会計年度末比2,865百万円減少）となりまし

た。

　流動資産は、13,545百万円（同3,103百万円減少）となりました。主な内容は、現金及び預金1,726百万円（同

470百万円減少）、受取手形、売掛金及び完成工事未収入金7,927百万円（同3,324百万円減少）等であります。

　固定資産は、4,220百万円（同237百万円増加）となりました。主な内容は、有形固定資産1,186百万円（同160百

万円増加）、投資その他の資産1,059百万円（同117百万円増加）等であります。

　負債合計は、12,032百万円（同2,894百万円減少）となりました。　

　流動負債は、9,220百万円（同2,732百万円減少）となりました。主な内容は、支払手形、買掛金及び工事未払金

5,313百万円（同1,606百万円減少）、短期借入金2,400百万円（同150百万円減少）等であります。

　固定負債は、2,812百万円（同162百万円減少）となりました。主な内容は、社債480百万円（同80百万円減

少）、長期借入金844百万円（同93百万円減少）等であります。

　純資産合計は、5,733百万円（同28百万円増加）となりました。配当金の支払117百万円及び四半期純利益135百

万円を計上したことにより、利益剰余金が3,186百万円（同17百万円増加）となりました。これらの結果、当第２

四半期連結会計期間末における自己資本比率は31.1％となりました。

　

(3）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物は、1,726百万円となり、前連結会計年度末から470百万

円減少しました。

　当第２四半期連結累計期間における、各キャッシュ・フローの状況は、次のとおりであります。

　営業活動によるキャッシュ・フローは、403百万円の収入（前年同期間は974百万円の収入）となりました。主な

収入は、税金等調整前四半期純利益314百万円、売上債権の減少3,324百万円等であります。主な支出は、未成工事

支出金の増加446百万円及び仕入債務の減少1,606百万円等であります。

　投資活動によるキャッシュ・フローは、348百万円の支出（同126百万円の支出）となりました。主な支出は、有

形固定資産の取得による支出179百万円、敷金及び保証金の差入による支出128百万円等であります。

　財務活動によるキャッシュ・フローは、525百万円の支出（同204百万円の収入）となりました。主な支出は、短

期借入金の返済による支出150百万円、長期借入金の返済による支出218百万円、配当金の支払額117百万円等であ

ります。　

　

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

(5）研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は69百万円であります。

　　　　なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 5,800,000

計 5,800,000

　

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成25年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年11月11日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式     3,084,306     3,084,306
東京証券取引所

（市場第二部）　

権利内容に何ら限定

のない当社における

標準となる株式であ

り、単元株式数は

100株であります。

計     3,084,306     3,084,306 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成25年７月１日～

平成25年９月30日　
－ 3,084,306 － 171,145 － 171,145
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（６）【大株主の状況】

 平成25年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

日本ドライケミカル株式会社 東京都港区台場２丁目３番１号 464,636 15.06

株式会社初田製作所 大阪府枚方市招堤田近３丁目５番地 464,000 15.04

新日本空調株式会社 東京都中央区日本橋浜町２丁目31番１号 96,000 3.11

株式会社吉谷機械製作所 鳥取県鳥取市古海356番地１ 80,000 2.59

株式会社東京エネシス
東京都中央区日本橋茅場町１丁目　　　

３番１号
70,000 2.27

神　林　忠　弘　 新潟県新潟市中央区 64,600 2.09

斎久工業株式会社 東京都千代田区大手町２丁目６番２号 60,000 1.95

昔　農　千　春 京都府相楽郡精華町 58,300 1.89

ＢＮＹＭ　ＳＡ/ＮＶ　ＦＯＲ　ＢＮ

ＹＭ　ＣＬＩＥＮＴ　ＡＣＣＯＵＮ

Ｔ　ＭＰＣＳ　ＪＡＰＡＮ

ＲＵＥ　ＭＯＮＴＯＹＥＲ　46　

1000　　ＢＲＵＳＳＥＬＳ　ＢＥＬＧＩ

ＵＭ

54,700 1.77

株式会社河本総合防災
神奈川県相模原市中央区鹿沼台２丁目

１番３号
54,000 1.75

計 － 1,466,236 47.54

　　

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成25年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式   　464,600 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　　2,619,300 26,193

権利内容に何ら限定のな

い当社における標準とな

る株式であり、単元株式

数は100株であります。

単元未満株式 普通株式　　　　  406 － －

発行済株式総数            3,084,306 － －

総株主の議決権 － 26,193 －
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②【自己株式等】

 平成25年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合

（％）

日本ドライケミカル

株式会社

東京都港区台場２丁目

３番１号
　　464,600 － 　　464,600 　　　　　15.06

計 － 　　464,600 － 　　464,600 　　　　　15.06

　

　

２【役員の状況】

　該当事項はありません。　　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成25年７月１日から平

成25年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。　
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,197,066 1,726,325

受取手形、売掛金及び完成工事未収入金 11,251,892 7,927,660

商品及び製品 1,272,690 1,322,756

仕掛品 198,632 350,197

原材料及び貯蔵品 766,467 897,708

未成工事支出金 454,495 900,914

繰延税金資産 329,363 230,536

その他 192,968 202,289

貸倒引当金 △14,871 △12,854

流動資産合計 16,648,705 13,545,534

固定資産

有形固定資産 1,025,655 1,186,381

無形固定資産

のれん 1,868,323 1,806,045

その他 146,357 167,975

無形固定資産合計 2,014,680 1,974,021

投資その他の資産
※ 942,551 ※ 1,059,926

固定資産合計 3,982,886 4,220,328

資産合計 20,631,592 17,765,863

負債の部

流動負債

支払手形、買掛金及び工事未払金 6,920,567 5,313,640

短期借入金 2,550,000 2,400,000

1年内償還予定の社債 160,000 160,000

1年内返済予定の長期借入金 379,250 303,500

未払法人税等 523,785 98,246

未成工事受入金 144,571 195,354

賞与引当金 557,492 271,746

役員賞与引当金 24,246 8,795

完成工事補償引当金 22,134 20,428

修繕引当金 3,200 3,200

その他 666,996 445,239

流動負債合計 11,952,242 9,220,152

固定負債

社債 560,000 480,000

長期借入金 937,500 844,500

退職給付引当金 893,214 893,161

役員退職慰労引当金 101,963 112,526

修繕引当金 31,689 34,089

係争関連損失引当金 25,237 25,237

その他 425,670 423,160

固定負債合計 2,975,275 2,812,674

負債合計 14,927,517 12,032,826
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 171,145 171,145

資本剰余金 2,788,685 2,788,685

利益剰余金 3,169,646 3,186,972

自己株式 △648,142 △648,142

株主資本合計 5,481,333 5,498,659

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 15,076 26,036

その他の包括利益累計額合計 15,076 26,036

少数株主持分 207,664 208,340

純資産合計 5,704,074 5,733,036

負債純資産合計 20,631,592 17,765,863
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

売上高 12,488,951 12,532,997

売上原価 10,048,750 9,836,427

売上総利益 2,440,201 2,696,569

販売費及び一般管理費
※ 1,723,177 ※ 2,347,869

営業利益 717,023 348,700

営業外収益

受取利息 149 1,083

受取配当金 5,762 7,661

受取保険金 9,216 －

受取補償金 5,273 －

その他 3,695 4,162

営業外収益合計 24,098 12,907

営業外費用

支払利息 18,316 20,552

為替差損 4,100 5,003

社債発行費 14,057 －

支払手数料 200 －

持分法による投資損失 326 6,912

事務所移転費用 － 12,996

営業外費用合計 37,000 45,465

経常利益 704,121 316,142

特別損失

固定資産除売却損 0 1,147

特別損失合計 0 1,147

税金等調整前四半期純利益 704,121 314,995

法人税、住民税及び事業税 278,374 47,974

法人税等調整額 20,257 127,501

法人税等合計 298,632 175,475

少数株主損益調整前四半期純利益 405,488 139,519

少数株主利益 － 4,308

四半期純利益 405,488 135,211
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 405,488 139,519

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △5,930 10,960

その他の包括利益合計 △5,930 10,960

四半期包括利益 399,558 150,479

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 399,558 146,171

少数株主に係る四半期包括利益 － 4,308
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 704,121 314,995

減価償却費 61,981 91,495

のれん償却額 62,277 62,277

貸倒引当金の増減額（△は減少） 477 △3,658

賞与引当金の増減額（△は減少） △280,451 △285,745

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △14,289 △15,450

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） 2,673 △1,705

工事損失引当金の増減額（△は減少） 17,212 －

修繕引当金の増減額（△は減少） 2,400 2,400

退職給付引当金の増減額（△は減少） 7,355 △52

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 1,267 10,563

固定資産除売却損益（△は益） 0 1,147

受取利息及び受取配当金 △5,912 △8,744

支払利息 17,412 19,667

社債発行費 14,057 －

持分法による投資損益（△は益） 326 6,912

売上債権の増減額（△は増加） 2,465,530 3,324,231

たな卸資産の増減額（△は増加） △475,788 △332,872

未成工事支出金の増減額（△は増加） 78,951 △446,418

未成工事受入金の増減額（△は減少） △95,536 50,783

仕入債務の増減額（△は減少） △1,192,189 △1,606,926

未払金の増減額（△は減少） 22,773 △72,766

未払消費税等の増減額（△は減少） 24,176 △150,396

その他 △3,898 △71,806

小計 1,414,928 887,928

利息及び配当金の受取額 5,906 8,743

利息の支払額 △17,900 △19,593

法人税等の支払額 △428,198 △473,513

営業活動によるキャッシュ・フロー 974,735 403,565

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △38,282 △179,761

無形固定資産の取得による支出 △58,692 △40,469

関係会社株式の取得による支出 △30,000 －

保険積立金の積立による支出 △468 △573

敷金及び保証金の差入による支出 △1,063 △128,821

敷金及び保証金の回収による収入 646 1,608

その他 1,247 △154

投資活動によるキャッシュ・フロー △126,612 △348,172
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の増減額（△は減少） 400,000 △150,000

長期借入れによる収入 － 50,000

長期借入金の返済による支出 △63,000 △218,750

リース債務の返済による支出 △4,715 △5,139

社債の発行による収入 785,943 －

社債の償還による支出 － △80,000

自己株式の取得による支出 △798,567 －

配当金の支払額 △115,654 △117,885

少数株主への配当金の支払額 － △3,632

財務活動によるキャッシュ・フロー 204,005 △525,407

現金及び現金同等物に係る換算差額 △2,499 △727

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,049,628 △470,741

現金及び現金同等物の期首残高 1,396,855 2,197,066

現金及び現金同等物の四半期末残高
※ 2,446,484 ※ 1,726,325
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【注記事項】

（会計方針の変更）

 　該当事項はありません。

　

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

　　　　該当事項はありません。

　

　

（四半期連結貸借対照表関係）

※　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

 
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成25年９月30日）

投資その他の資産     18,650千円     17,008千円

　

 

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日）

従業員給料及び手当 660,454千円 927,725千円

賞与引当金繰入額 133,726 192,081

退職給付費用 73,957 92,845

 

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日）

現金及び預金勘定 2,446,484千円 1,726,325千円

現金及び現金同等物 2,446,484 1,726,325
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（株主資本等関係）

前第２四半期連結累計期間（自平成24年４月１日　至平成24年９月30日）

１．配当金支払額

 （決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月26日

定時株主総会
普通株式 115,654 75 平成24年３月31日 平成24年６月27日 利益剰余金 

　

　　２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

末　後となるもの　

 （決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年11月14日

取締役会
普通株式 62,791 50 平成24年９月30日 平成24年12月17日 利益剰余金 

　

３．株主資本の金額の著しい変動

　当社は、平成24年５月14日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用され

る同法第156条の規定に基づき、自己株式の取得を決議し、平成24年５月15日付で自己株式286,200株（取得価額

798,498千円）を取得いたしました。これにより、当第２四半期連結会計期間末において自己株式が798,802千円

（286,318株）となっております。　

　　

当第２四半期連結累計期間（自平成25年４月１日　至平成25年９月30日）

１．配当金支払額

 （決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月27日

定時株主総会
普通株式 117,885 90 平成25年３月31日 平成25年６月28日 利益剰余金 

　　　　（注）当社は平成25年４月１日付で、普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。１株当たり

配当額は、当該株式分割前の実績を記載しております。

　　

　　２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

末　後となるもの　

 （決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年11月８日

取締役会
普通株式 65,491 25 平成25年９月30日 平成25年12月16日 利益剰余金 

　

３．株主資本の金額の著しい変動

　該当事項はありません。　
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　当社グループは、各種消火防災設備の設計・施工・保守点検、消火器及び消防自動車の製造・販売、防災用

品の仕入・販売等の防災事業の単一セグメントであるため、セグメント情報は記載を省略しております。　

　

　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額     153円05銭     51円61銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 405,488 135,211

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 405,488 135,211

普通株式の期中平均株式数（株） 2,649,340 2,619,670

　　　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　　　　　当社は平成25年４月１日付で、普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。前連結会

計　　　　　年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、１株当たり四半期純利益金額を算定しており

ます。

　

（重要な後発事象）

　　該当事項はありません。
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２【その他】

　平成25年11月８日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

　(イ）配当金の総額………………………………………65百万円

　(ロ）１株当たりの金額…………………………………25円00銭

　(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成25年12月16日

　（注）  平成25年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
 　　 　　該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

   平成25年11月８日

    

日本ドライケミカル株式会社    

取　締　役　会　御中    

   
    

 有限責任監査法人トーマツ

    

 
指定有限責任社員

業務執行社員
公認会計士 中塚　　亨　　印

    

 
指定有限責任社員

業務執行社員
公認会計士 佐々田　博信　印

    

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日本ドライケミ

カル株式会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成25年７月１

日から平成25年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結

キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。　

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表

を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任　

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠

して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論　

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日本ドライケミカル株式会社及び連結子会社の平成25年９月30日現

在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表

示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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